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下等シロアリは内源`性酵素による消化系および後腸共生原生生物由来のセル

ロースからなる二系統のセルロース消化機構を持つ。シロアリの高効率のリグ

ノセルロース消化を説明するためには、セルロース消化系に加えセルラーゼ阻

害物質であるリグニンおよびキシランの処理を明らかにする必要がある。下等

シロアリは十分なリグニン分解活性を持たないのに対して高効率のキシラン消

化機構を持つことが知られている。キシランはキシロースの重合体を主鎖とし

た多糖類である。キシラナーゼはキシランのキシロース単位をつなぐβ-14結合

を切断する酵素で、シロアリの共生原生生物由来のキシラナーゼがキシラン消

化の中心的な役割を担っていると考えられている。しかし、シロアリの腸内共

生原生生物が難培養性であるためその消化機構の詳細は明らかになっていない。

本研究ではイエシロアリよりキシラナーゼを単離精製し、分子生物学的な側面

からシロアリのキシラン消化機構を解析した。

沖縄本島に棲息するイエシロアリのキシラナーゼ活性を測定したところ、高

密度に原生生物が存在する後腸から他の部位と比べ有意に高いキシラナーゼ活

Ｉ性を検出した。イオン交換クロマトグラフィーとゲル濾過クロマトグラフィー

を用いてキシラナーゼ活性を持つタンパク質を精製しＮ末端アミノ酸配列解析

を行ったところ、キシラナーゼのみで構成される糖質加水分解酵素ファミリー

11(GHFIl)に属する２種類のタンパク質が得られた。イエシロアリの後腸cDNA

よりこれらのキシラナーゼ遺伝子をＲＡＣＥ法にて増幅したところ、３，端にpolyA

tailを含む断片が得られた。得られたＤＮＡ配列の相同'性は８２％であり、アミノ

酸配列を基にした系統解析ではシロアリのキシラナーゼは近隣に位置した。今

回、イエシロアリの消化管内で実際に機能していると考えられるGHF11のキシ

ラナーゼのアミノ酸配列およびＤＮＡ配列を得られた。分子配列の相同性が高い

ことから今回得られたキシラナーゼは同じ原生生物種より精製された可能性が

ある。細胞という閉鎖系の中で、複数のキシラナーゼが基質に作用しキシラン

を効率的に分解しているものと考えられる。


